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まえがき 

本寄書では、スペクトル管理の基本精神である「既存方式の利用者に対し許容できない

ような干渉の影響が生じないようにする」に従い、既存Ｇ．９９２．１ＡＤＳＬユーザ

のサービスレベルを考慮した保護判定基準値を提案する。 

また、ＪＪ１００．０１第２版と同様にシステムの性能（伝送性能値）から算出した場合

との比較を参考として示す。 

 

１．保護判定基準値案 

提案する保護判定基準値案は、下記２項を必要条件としている。 

① 事業者間合意である換算線路長４．５ｋｍ以遠において最低確保伝送速度２００ｋ

ｂｐｓを確保する（保護判定基準値として明示する）。 

② 上り拡張システムの暫定運用案の根拠である下り４Ｍｂｐｓを確保する。 

本保護判定基準値案は、ＪＪ１００．０１第３版以降で検討することとなっているＯＬ

方式にも適用する。 

提案する保護判定基準値案は図１（図３、図５）と図２（図４、図６）に示す階段状の

図形ある。 

この保護判定基準値案はＪＪ１００．０１第２版の保護判定基準値より高いレベルを要

求しているが、スペクトル適合性計算条件を“現実の環境を反映したものにする”こと

により（SMS-15-ACCA-03 参照）、限界線路長はＪＪ１００．０１第２版の場合とほぼ同

じとなる。 

 

２．システムの性能（伝送性能値）から算出した場合との比較 

図１、図２は与干渉源にＩＳＤＮを含めず自己干渉のみによる伝送性能値から算出した

保護判定基準値例との比較である。他の条件は、ＪＪ１００．０１第２版と同じである。 

図３、図４は、ビットローディングを１５ビットにし、伝送性能値から算出した保護判

定基準値例との比較である。他の条件は、ＪＪ１００．０１第２版と同じである。 

図５、図６は、与干渉源を隣接２回線とし、伝送性能値から算出した保護判定基準値例

との比較である。漏話減衰量の危険率（累積率）はＡｎｎｅｘＡについては９５％、Ａ



ｎｎｅｘＣについては５０％としている。他の条件は、ＪＪ１００．０１第２版と同じ

である。 
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図１ 自己干渉による伝送性能値から算出した保護判定基準値例との比較（下り） 
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図２ 自己干渉による伝送性能値から算出した保護判定基準値例との比較（上り） 

 

 



 

１５ビットローディング伝送性能値との比較
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図３ ビットローディングを１５ビットにし伝送性能値から 

算出した保護判定基準値例との比較（下り） 
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図４ ビットローディングを１５ビットにし伝送性能値から 

算出した保護判定基準値例との比較（上り）



 

与干渉源２回線の伝送性能値との比較
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図５ 与干渉源を隣接２回線の場合の伝送性能値から算出した 

保護判定基準値例との比較（下り） 
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図６ 与干渉源を隣接２回線の場合の伝送性能値から算出した 

保護判定基準値例との比較（上り） 

 


